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問
題
解
決
は
毅き

然
と
し
た
対
応
と
早
期
相
談

暴
力
団
等
に
対
す
る
基
本
的
対
応
要
領

平素の準備

総
務
管
財
課　

☎
23
ー
6
8
0
2

照
会
先

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
自
分
は
暴
力
団
等
に
は
、
関
わ
り
が

な
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が
発
端
で

関
わ
り
が
で
き
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
が
、
暴
力
団
員
か
ら
の
不
当
要
求

を
受
け
た
場
合
の
対
応
要
領
を
整
理
し
ま
し
た
。
大
切
な
こ

と
は
、
暴
力
団
等
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
受
け
た
場
合
は
、
一

人
（
一
企
業
）
で
悩
ま
ず
、
警
察
、
暴
力
追
放
運
動
推
進
セ

ン
タ
ー
、
弁
護
士
な
ど
に
早
く
相
談
す
る
こ
と
で
す
。

　

暴
力
団
等
か
ら
不
当
要
求
を
受
け
た
場
合
、
担
当
者

が
個
人
的
に
対
応
し
た
り
、
担
当
者
の
み
に
責
任
を
押

し
付
け
る
こ
と
は
最
も
避
け
る
べ
き
対
応
で
す
。

　

不
当
要
求
に
対
し
て
は
、
対
応
の
方
針
を
あ
ら
か
じ

め
検
討
し
、
組
織
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

大
原
則
（
対
応
の
基
本
）

組
織
的
な
対
応
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有事の対応（不当要求対応要領）
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「はもみんナンバープレート」に
新しい仲間が登場！！

小型特殊自動車（緑色ナンバー）種別ミニカー（水色ナンバー）種別

K文字M文字

広報せき 2012.12.1

　

小
型
特
殊
自
動

車
と
は
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
・
シ
ョ

ベ
ル
ロ
ー
ダ
な
ど

の
特
殊
自
動
車
と

乗
用
装
置
の
あ
る

ト
ラ
ク
タ
・
コ
ン

バ
イ
ン
な
ど
の
農

耕
作
業
用
自
動
車
の
2
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。

公
道
走
行
を
せ
ず
に
工
場
や
敷
地
内
ま
た
は
田

畑
な
ど
だ
け
で
使
用
す
る
場
合
で
も
、
車
両
を

所
有
す
る
こ
と
で
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
現
在
、
該

当
す
る
車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
（
法
人
）
ま

た
は
こ
れ
か
ら
購
入
す
る
人
（
法
人
）
は
軽
自

動
車
税
の
申
告
を
し
て
、
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る

人
（
法
人
）
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

課
税
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
間
違
え
ず
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。
小
型
特
殊
自
動
車
の
分
類
に
つ

い
て
は
上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
表
の
規
格
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は

大
型
特
殊
自
動
車
の
扱
い
と
な
り
、
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
）
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　関市が導入しているご当地ナンバープレート「はもみんナンバープ
レート」に、新しく小型特殊自動車（緑色）とミニカー（水色）用のプ
レート（標識）を12月3日（月）から導入します。従来の標識から新標識
へも交換できます。（希望ナンバーは受け付けていませんので、ご了承く
ださい）

ＮＥＷ
はもみん
ナンバー
プレート

小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
作
業
用
自
動
車
な
ど
）

を
所
有
す
る
皆
さ
ん
へ

税務課庶務諸税係　☎23 ー 8874照会先

区分
小型特殊自動車

農耕作業用自動車 農耕作業用以外

車両

トラクタ、コンバイン、

田植機、薬剤散布車

（乗用装置のあるもの）

フォークリフト、ショベルローダ、タイヤローラ、ロー

ドローラ、グレーダ、ロータリ除雪自動車、ターレッ

ト式構内運搬自動車など

規格

大きさ　 ：制限なし

排気量　 ：制限なし

最高速度 ：35km/h未満

大きさ　：長さ4.7m、幅1.7m、高さ2.8m（全て以下）

排気量　：制限なし

最高速度 ：15km/h以下

税額 1,600円 4,700円
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税
務
課
、
各
地
域
事
務
所
住
民
福
祉
係

　
　

窓
口
に
来
ら
れ
る
方
は
、
運
転
免
許
証

　
　

な
ど
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
必
ず

　
　

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
販
売
店
な
ど
か
ら
の
購
入
に
よ
る

　新
規
登
録

・
販
売
証
明
書
（
販
売
業
者
の
押
印
済
み
）

（
車
名
、
車
台
番
号
、
最
高
速
度
、
大
き
さ

等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
所
有
者
お
よ
び
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
、
印
鑑

◆
名
義
変
更
（
譲
渡
）
に
よ
る

　新
規
登
録

①
旧
所
有
者
が
廃
車
済
み
の
場
合

・
譲
渡
証
明
書
（
旧
所
有
者
の
押
印
済
み
）

（
車
名
、
車
台
番
号
、
最
高
速
度
、
大
き
さ

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

・
所
有
者
お
よ
び
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
、
印
鑑

②
旧
所
有
者
が
ま
だ
廃
車
し
て
い
な
い
場
合

・
標
識
、
標
識
交
付
証
明
書
、
旧
所
有
者
の

印
鑑

・
①
で
必
要
な
も
の
（
廃
車
手
続
き
の
後
、

引
き
続
き
①
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
）

◆
未
申
告
者
（
標
識
交
付
を
受
け
て

　い
な
い
方
）
の
所
有
し
て
い
る
車

　両
の
登
録

・
車
両
情
報
（
車
名
、
車
台
番
号
、
最
高
速

度
、
大
き
さ
な
ど
）
が
分
か
る
書
類

・
所
有
者
お
よ
び
使
用
者
の
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
、
印
鑑

○
車
両
情
報
の
書
類
が
な
い
場
合

・
車
両
の
全
体
写
真
、
車
両
情
報
が
分
か
る

部
分
の
写
真
（
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
）

・
車
台
番
号
の
石
刷
り
（
車
体
に
刻
印
さ
れ

た
製
造
番
号
に
紙
を
あ
て
鉛
筆
で
写
し

採
っ
た
も
の
）

※
車
台
番
号
が
写
真
で
確
認
で
き
れ
ば
石
刷

り
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
従
来
の
標
識
か
ら
新
標
識
へ
の

　交
換
（
無
料
）

・
旧
標
識
、
標
識
交
付
証
明
書
、
所
有
者
の

印
鑑

※
は
も
み
ん
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
（
新
標

識
）
へ
の
交
換
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
旧
標
識
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
破

損
・
紛
失
に
よ
り
持
参
で
き
な
い
場
合
は
、

弁
償
金
と
し
て
2
0
0
円
が
必
要
で
す
。

〈
お
知
ら
せ
〉

・
標
識
の
交
付
・
交
換
は
無
料
で
す
。

・
新
規
登
録
の
際
、
希
望
者
に
は
従
来
の　

　

標
識
も
交
付
で
き
ま
す
。

〈
申
告
場
所
〉

排気量 種　別

50cc以下

（白色ナンバー）

90cc以下

（黄色ナンバー）

125cc以下

（桃色ナンバー）

これまでのはもみんナンバープレートの種類
(平成23年7月導入)

※「42」、「110」、「119」および下1桁が「4」の番号は除外します。

〈
登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉



固
定
資
産
税
に
関
す
る

届
出
に
つ
い
て

～
正
し
い
課
税
を

　行
う
た
め
に

　届
出
を
お
願
い
し
ま
す
～

●
土
地
の
利
用
状
況
が

　変
わ
っ
た
と
き
は

　

土
地
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て
地
目
を

認
定
し
、
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

地
目
の
認
定
は
、
原
則
と
し
て
一
筆
ご
と

に
行
い
、
そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
部
分
的

に
違
い
が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
土
地
全
体

の
状
況
や
利
用
目
的
を
観
察
し
て
判
断
し
ま

す
。

　

土
地
登
記
簿
上
の
地
目
と
現
況
の
地
目
と

が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
登
記
簿
上

の
地
目
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
状
況
に
よ
り
課

税
地
目
を
決
定
し
ま
す
。
こ
の
課
税
地
目
は
、

納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
課
税
明
細

書
の
現
況
地
目
欄
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

課
税
地
目
と
異
な
る
利
用
状
況
に
変
更
し

た
時
は
、
地
目
変
更
報
告
書
を
12
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式

は
、
税
務
課
、
地
域
事
務
所
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
こ
の
地
目

変
更
報
告
書
に
よ
り
、
現
況
を
確
認
し
ま
す
。
　

　

現
況
地
目
は
、
基
本
的
に
不
動
産
登
記
法

上
の
取
り
扱
い
と
同
様
で
、
左
表
の
９
種
類

に
分
類
さ
れ
ま
す
。

◆
土
地
に
関
す
る
照
会
先　

　

税
務
課 

土
地
係　

　

☎
23
―
７
７
３
１　

21
―
２
３
０
８

●
固
定
資
産
税
（
土
地
）
現
況
地
目

●
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は

　

建
物
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
建
っ
て
い
る
建
物
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
1
月
1
日
以
前
に
取
り
壊
さ
れ
た

建
物
で
あ
っ
て
も
、
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
な
い
建
物
に
つ
い
て
は
、
翌
年
以
降
も

課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
建
物
の
取
り
壊
し
を
確

認
す
る
方
法
と
し
て
、
建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た

方
に
、
「
家
屋
取
り
壊
し
の
届
出
書
」
（
認
印

が
必
要
）
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

既
に
建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た
方
で
、
こ
の
届

出
書
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
、

税
務
課
、
地
域
事
務
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
に
て
滅
失
登
記
を

済
ま
せ
た
方
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
過
去
５
年
間
の
取
り
壊
し
件
数
】

《

　例

　》

①
家
屋
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
、
駐  

車
場
な
ど
に
し
た
と
き

②
家
屋
を
取
り
壊
し
て
更
地
に
し
、
耕

土
を
搬
入
し
て
肥
培
管
理
を
行
い
、

畑
作
な
ど
を
行
っ
た
と
き

③
畑
作
な
ど
を
行
っ
て
い
た
土
地
を
埋

め
立
て
て
駐
車
場
な
ど
に
し
た
と
き

《
注
意
事
項
》

※
農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
に
す
る
場

合
に
は
農
業
委
員
会
へ
農
地
転
用
許

可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
法
務
局
へ
地
目
変
更
の
登
記
を
す
る

場
合
は
、
税
務
課
へ
の
報
告
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

報
告
書
の
提
出
が

必
要
な
と
き
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田

農
耕
地
で
用
水
を
利
用
し
て
耕
作
す
る
土

地

畑

農
耕
地
で
用
水
を
利
用
し
な
い
で
耕
作
す

る
土
地

宅　

地

建
物
の
敷
地
お
よ
び
そ
の
維
持
も
し
く
は

効
用
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
土
地

池　

沼

灌
漑
用
水
で
な
い
水
の
貯
留
地

山　

林

耕
作
の
方
法
に
よ
ら
な
い
で
竹
木
の
育
成

す
る
土
地

原　

野

耕
作
の
方
法
に
よ
ら
な
い
で
雑
草
、
か
ん

木
類
が
生
育
す
る
土
地

鉱
泉
地

鉱
泉
（
温
泉
を
含
む
）
の
湧
出
口
お
よ
び

そ
の
維
持
に
必
要
な
土
地

牧　

 
場

獣
畜
を
放
牧
す
る
土
地

雑
種
地

右
記
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
土
地

（
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
肥
培
管
理
を
し

て
い
な
い
田
、
畑
な
ど
）

年
度

取
り
壊
し
件
数

23

木
造　

３
３
４
棟　
　
非
木
造　

 

１
２
０
棟

22

木
造　

３
５
２
棟　
　

非
木
造　

１
１
２
棟

21

木
造　

２
７
３
棟　
　

非
木
造 　

１
１
３
棟

20

木
造　

３
９
２
棟　
　

非
木
造　

１
１
１
棟

19

木
造　

４
０
１
棟　
　

非
木
造 　

１
３
５
棟

｜

土
地
編

｜

｜

家
屋
編

｜



　

勤
労
感
謝
の
日
の
11
月
23
日
、
ア
ピ

セ
・
関
に
お
い
て
「
関
市
勤
労
感
謝
祭
」

を
開
催
し
、
商
工
業
永
年
勤
続
優
良
従
業

員
３
３
７
人
と
卓
越
技
能
者
２
人
を
表
彰

し
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
は
、
永
年

同
じ
事
業
所
に
勤
務
し
、
他
の
従
業
員
の

模
範
と
な
る
方
を
、
卓
越
技
能
者
表
彰
は
、

永
年
に
わ
た
り
卓
越
し
た
技
能
を
も
っ
て

市
の
産
業
の
発
展
と
伝
統
技
能
の
伝
承
に

貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
業
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
35

年
勤
続
以
上
お
よ
び
卓
越
技
能
者
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

  ［
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
］

【
50
年
勤
続
】

▽
ト
ー
ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ア
ン
ド
リ
ビ
ン
グ

㈱
＝
西
部
富
夫

【
45
年
勤
続
】

▽
ト
ー
ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ア
ン
ド
リ
ビ
ン
グ

㈱
＝
後
藤
敏
一
、
武
井
勝

【
40
年
勤
続
】

▽
㈲
エ
ド
ラ
ン
ド
工
業
＝
猿
渡
博
美
、
佐

藤
正
美　

▽
㈱
セ
キ
シ
ン
興
業
＝
落
合
忠

行　

▽
加
久
上
紙
工
㈱
＝
古
田
秋
夫　

▽

マ
ル
ホ
建
設
㈱
＝
猿
渡
説
子　

▽
ト
ー

ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ア
ン
ド
リ
ビ
ン
グ
㈱
＝
福

井
順
一　

▽
三
星
刃
物
㈱
＝
美
濃
輪
一
巳
、

石
木
重
光　

▽
協
同
印
刷
㈱
＝
渡
辺
守　

▽
カ
イ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
㈱
＝
畠
山
敏

弘　

▽
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
㈱
＝
藤
田
生
人

▽
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
㈱
＝
宮
西
良
明　

▽
㈱
金
田
洋
鋏
製
作
所
＝
金
田
秀
子　

▽

関
商
工
会
議
所
＝
中
嶋
稔

【
35
年
勤
続
】

▽
㈱
マ
サ
ヒ
ロ
＝
井
川
英
明　

▽
㈲
エ
ド

ラ
ン
ド
工
業
＝
佐
藤
幸
好　

▽
㈱
ス
ミ
カ

マ
＝
松
田
幸
俊　

▽
㈱
セ
キ
シ
ン
興
業
＝

井
上
大
三　

▽
川
嶋
工
業
㈱
＝
八
代
好
春
、

堀
部
有
弘　

▽
岐
阜
県
関
自
動
車
学
校
㈱

＝
大
西
慶
人　

▽
加
久
上
紙
工
㈱
＝
福
地

茂
明　

▽
㈱
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
関
＝
堀
部
基

美　

▽
長
谷
川
刃
物
㈱
＝
丹
羽
晋　

▽

ト
ー
ヨ
ー
キ
ッ
チ
ン
ア
ン
ド
リ
ビ
ン
グ
㈱

＝
井
上
学
、
小
椋
暢
二　

▽
三
星
刃
物
㈱

＝
塚
原
庄
司　

▽
協
同
印
刷
㈱
＝
郷
寿
一

▽
カ
イ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
㈱
＝
安
田
哲

男　

▽
鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
㈱
＝
小
谷
恭
代
、

苅
谷
房
人
、
渡
邉
光
春
、
松
原
昇　

▽
㈱

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
関
工
場
＝
坂
本
朋
広　

▽

㈱
ヤ
ク
セ
ル
＝
佐
藤
行
洋　

▽
福
田
刃
物

工
業
㈱
＝
佐
野
弘

  ［
卓
越
技
能
者
］

玉
田
利
男
（
刃
物
製
造
工
）

山
崎
真
一
（
刃
物
製
造
工
）

◆
照
会
先

　

関
商
工
会
議
所　

☎
22
―
2
2
6
6

　

商
工
課　

☎
23
―
6
7
5
3

　

固
定
資
産
税
の
課
税
と
な
る
償
却
資
産
と
は
、
土
地
、
家
屋
以
外
の
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
機
械
・
装
置
、
工
具
・
器
具
・

備
品
な
ど
、
左
表
に
掲
げ
る
も
の
が
該
当
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
が
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
事
業
活
動
を
行
い
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る

方
は
（
個
人
・
法
人
と
も
）
、
償
却
資
産
の
申
告
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
実
績
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
12
月
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
１
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
か
ら
事
業
を
開
始
さ
れ
た
方
や
以
前
か
ら
事
業
を
行
っ
て
い
る
も

の
の
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
家
屋
係
に
連
絡
の
上
、
必
ず
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
家
屋
・
償
却
資
産
に
関
す
る
照
会
先

　

税
務
課
家
屋
係

　

☎
23
―
８
７
８
３　

21
―
２
３
０
８

●
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
と

卓
越
技
能
者
を
表
彰

07 広報せき 2012.12.1

構
築
物

舗
装
路
面
、
門
・
塀
な
ど
外
溝
工
事
、
広
告
塔
、
変
電
設
備
、

電
力
引
込
設
備
、
予
備
電
源
設
備
ほ
か

機
械

お
よ
び
装
置

各
種
製
造
設
備
な
ど
の
機
械
・
装
置
、
ク
レ
ー
ン
等
建
設
機
械
、

機
械
式
駐
車
場
設
備
ほ
か

船　

舶

ボ
ー
ト
、
釣
船
、
漁
船
、
遊
覧
船
ほ
か

航
空
機

飛
行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
ほ
か

車
両

お
よ
び
運
搬
具

大
型
特
殊
自
動
車
ほ
か

工
具
、
器
具

お
よ
び
備
品

パ
ソ
コ
ン
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
看
板
、
医
療
機
器
、
測
量
工
具
、

金
型
、
美
理
容
機
器
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
、
応
接
セ
ッ
ト
、

レ
ジ
ス
タ
、
自
動
販
売
機
ほ
か
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郷土史家から愛宕山の説明を

受ける児童（武芸小）

河川生物から環境問題につい

て語るグループ

Let’s　マーケティング！

コンビニ経営の授業

本の世界に引き込まれた

児童たち（旭ヶ丘小)

見事な手縄さばきに見入る

児童たち（富岡小)

広報せき 2012.12.1

　教育委員会では、「心豊かでたくましく生きる児童生徒を育てる」を目標に、さまざまな教育活動をしてい

ます。今年度は従来からの教育活動に加え、いくつかの新事業を展開しています。今回はそれら事業の状況を

ご紹介します。

興味津 ！々　関市版「寺子屋」事業

関市の将来に私たちの提言を！　中学生リーダー養成研修会

高校の授業はDeepな世界？！　中高交流出前授業

心に豊かさと潤いを育む！　読書推進活動

伝統の技に感動！　小学校鵜飼観覧

未 来 夢 創 造 教育委員会より
◆照会先　学校教育課　☎23-7719

　地域の専門家を講師として自然・文化・歴史・生き方を学ぶ「寺子屋」事業
は、今年度24の小中学校で行われています。内容は、地域との交流や特産物
の栽培、伝統芸能の体験、郷土学習などそれぞれの特性を生かしたもの、社
会人による進路に関する講話などです。子どもたちはさまざまな体験をした
り、学校とは違う「先生」から話を聞いたりして、「面白い」「地元のことなの
に知らなかった」など、新しい学びにワクワクしています。

　8月23～24日、市内全中学校から42人の生徒が集まり、講話や演習を通し
てリーダーとしての資質向上を図りました。講師の方々からは「リーダーは夢
や目標を持つ」や「学ぶとは真似る」といった貴重な話を聞きました。夜には
キャンプファイヤーを囲み、お互いの交流を深めました。最後に関市の将来
に向けた提言を、市長や教育長、教育委員の前で発表しました。参加した生
徒たちは「これをきっかけにリーダーとして積極的に活動したい」と決意を
新たにしていました。

　9月30日、関商工高校教職員が、旭ヶ丘中学校で3年生に向けて出前授業を
しました。昨年度は桜ヶ丘中学校で実施されたものです。国語・数学・英語の
普通教科のほか、商業と工業の専門科でも6種類の授業が行われました。生
徒たちは初めて経験する高校の授業に緊張しながらも、興味深く取り組んで
いました。関商工高校の生徒も39人がサポーターとして参加し、授業の手伝
いをしたり中学生の質問に答えたりしていました。授業を受けた中学生は「面
白かった。専門高校に行くのが楽しみになった」と嬉しそうに語りました。

　市内全小中学校で、朝またはその他の時間を利用して全校一斉の読書の
時間を設定し、子どもたちが読書に親しむ環境を作っています。中には1年
間に200冊の本を借りる子どももいます。また、ＰＴＡや地域ボランティアの
方による「読み聞かせ」もしています。特に「読み聞かせ」は好評で、読み聞
かせてもらった後、すぐにその本を借りに行く子どももいます。他に、お薦め
本の紹介をしたり、図書館まつりを催すなど読書活動は広がりをみせていま
す。「読書は楽しい」という子どもたちがどんどん増えています。

　平成23年度は市内小学校10校・約680人、今年度は11校・約730人の児童
が小瀬鵜飼を観覧しました。暗闇の中、かがり火に照らされた伝統ある鵜飼
を初めて体験する児童も多く、鵜が鮎を飲み込むと大きな拍手が起こりまし
た。下船後には鵜に直接触れるなどし、普段にはない貴重な体験をすること
ができました。一緒にいた観光客からも「関市ならではの取り組みで素晴ら
しい！」との声をいただきました。



12
月
3
日（
月
）〜
9
日（
日
）は
障
害
者
週
間
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

09

12
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

　

聴
覚
障
が
い

者
や
音
声
・
言

語
の
機
能
に
障

が
い
の
あ
る
方

が
、
行
政
機

関
、
医
療
機
関
、

事
業
所
、
教
育

機
関
な
ど
に
行

く
場
合
に
、
手

話
お
よ
び
要
約

筆
記
に
よ
る
意

思
伝
達
の
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
し

て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
原
則
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
旅
費
ま
た
は
宿
泊
費
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
書
を
福
祉
政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
福
祉
政
策
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※
手
話
通
訳
者
・
手
話
奉
仕
員
は
、
文
字
や
文

章
を
、
手
話
を
使
っ
て
通
訳
し
ま
す
。

※
要
約
筆
記
奉
仕
員
は
、
文
字
、
文
章
を
ノ
ー

ト
や
ボ
ー
ド
を
使
っ
て
筆
談
で
通
訳
し
ま
す
。

■
申
請
先　

福
祉
政
策
課
（
☎
23
―
9
0
3
1

　

23
―
7
7
4
8
）

　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
は
、
世
界
規
模
で

の
エ
イ
ズ
蔓
延
の
防
止
、
エ
イ
ズ
患
者
や

H
I
V
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の

解
消
を
目
的
と
し
、
1
9
8
8
年
に
世
界

保
健
機
関
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
国
際
記
念

日
で
す
。

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、
あ
な
た
が
エ
イ
ズ

に
関
し
て
偏
見
を
も
っ
て
い
な
い
、
エ
イ

ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
を
差
別
し
な
い

と
い
う
、
理
解
と
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　
　
　

　

エ
イ
ズ
（
A
I
D
S
・
後
天
性
免
疫

不
全
症
候
群
）
と
は
、
H
I
V
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。
H
I
V

は
、
主
に
感
染
者
の
血
液
、
精
液
、
膣
分

泌
液
、
母
乳
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
体
液
が
粘
膜
や
傷
口
に
接
触

し
た
場
合
に
感
染
し
、
感
染
経
路
は
性
行

為
感
染
、
血
液
感
染
、
母
子
感
染
の
3
つ

で
す
。
特
に
性
行
為
感
染
は
全
体
の
8
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
が
完
治
す
る
薬
は
ま
だ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
治
療
を
続
け
る
こ
と
で
発
症
を

遅
ら
せ
、
通
常
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。

　
　
　予

防
方
法

❶
エ
イ
ズ
を
よ
く
知
る
こ
と
。

❷
特
定
の
人
以
外
と
の
性
行
為
は
し
な
い

こ
と
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く
使
用
す

る
こ
と
。
（
た
だ
し
、
1
0
0
％
安
全

で
は
な
い
）

❸
注
射
針
、
ピ
ア
ッ
シ
ン
グ
器
具
、
ハ
ブ

ラ
シ
、
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
の
共
用
は
し
な

い
こ
と
。

【
こ
ん
な
こ
と
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
】

洋
式
ト
イ
レ
の
便
座
、
握
手
、
軽
い
キ

ス
、
せ
き
、
く
し
ゃ
み
、
汗
、
涙
、
お

風
呂
や
プ
ー
ル
、
電
車
の
つ
り
革
や
手

す
り
、
同
じ
皿
の
料
理
を
食
べ
る
、
食

器
や
箸
の
共
用
、
飲
み
物
の
回
し
飲
み
、

日
本
の
医
療
機
関
・
理
髪
店
・
美
容
院

の
器
具
な
ど
、
同
じ
職
場
や
学
校
で
の

生
活

　
　

　

H
I
V
抗
体
検
査

に
つ
い
て

　

検
査
は
全
国
の
保
健
所
で
、
無
料
・
匿

名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

H
I
V
に
感
染
し
た
人
は
、
病
気
へ

の
不
安
だ
け
で
な
く
、
偏
見
や
差
別
に
も

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
も
っ

て
理
解
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
24
ー
0
1
1
1

照
会
先

点
訳
版
・
音
訳
版「
広
報
せ
き
」の

お
届
け
サ
ー
ビ
ス

手
話
通
訳
者
・
手
話
奉
仕
員
・

要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣
サ
ー
ビ
ス

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
、
点
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
関
六
ツ
星
会
」
お
よ
び
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
関
音
訳
の
会
し
お
ん
」
の

協
力
に
よ
り
点
訳
版
と
音
訳
版
（
朗
読
テ
ー

プ
・
朗
読
C
D
）
の
「
広
報
せ
き
」
を
無
料
で

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

「
広
報
せ
き
」
の
ほ
か
「
消
防
だ
よ
り
」

「
せ
き
社
協
だ
よ
り
」
な
ど
の
点
訳
・
音
訳

サ
ー
ビ
ス
も
し
て
い
ま
す
。

　

点
訳
版
・
音
訳
版
「
広
報
せ
き
」
な
ど
の
お

届
け
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

【
点
訳
版
・
音
訳
版
】
福
祉
政
策
課
（
☎
23
―

9
0
3
1
・

23
―
7
7
4
8
）
【
点
訳
版
】

関
六
ツ
星
会
・
加
藤
（
☎
22
―
3
4
0
3
）

【
音
訳
版
】
関
音
訳
の
会
し
お
ん
・
波
多
野

（
☎
0
9
0
―
1
7
4
3
―
0
4
5
6
）

広報せき 2012.12.1
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篠
田
桃
紅
美
術
空
間

お
知
ら
せ

か
ら
の

【
照
会
先
】
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
市
役
所
７
階
）
☎
23
―
７
７
５
６

第
37
回
岐
阜
県
移
動
美
術
館

「
来
た
、見
た
、感
じ
た
！
現
代
ア
ー
ト
」展

　この “さんかくエッセー ”のコーナーも、間もなく100回を迎えます。毎月1回のペースで、8年余りに
わたり掲載してきました。
　始めのころ、私たち「さんかくサポーター」も男女共同参画という言葉の意味を正しく理解できず、市民
にその大切さを上手く伝えられず悩みました。そして、男女共同参画に関連した専門用語を分かりやすく説
明しようと、さんかくサポーターで何度も話し合いました。
　また、記事の内容も毎回手探り状態で、これまで女性の職とされてきた保育士や保健師などに男性が就く
といった情報を入手しては取材に出掛けていたことなどが懐かしく思い出されます。
　しかし、時代の流れとともに「男女共同参画」という言葉もだんだんと認知され、新聞や雑誌、テレビな
ど日常のマスメディアにも取り上げられるようになりました。
　そして、さんかくサポーターが企画運営するセミナーの参加者に、夫婦、親子などの家族関係について普
段抱いている思いや考えを聞くと、ほとんどの皆さんが互いに相手を尊重し、良い関係を築きたいという願
いを持たれていました。
　私たちの周辺でも少しずつ良い方向に進み、これまでのさんかくサポーターの活動が実を結び始めている
のではないかと喜んでいます。

さんかくサポーター＜ J＞

広報せき 2012.12.1

「男女共同参画あんなこと・こんなこと」vol.99

照会先 さんかくサポーター事務局（市民協働課内）☎ 23-6831

さんかくサポーター＜ J＞

　私たちの周辺でも少しずつ良い方向に進み、これまでのさんかくサポーターの活動が実を結び始めている

　

現
在
、
関
市
立
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
で

は
、
岐
阜
県
移
動
美
術
館
「
来
た
、
見
た
、

感
じ
た
！
現
代
ア
ー
ト
」
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
現
代
ア
ー
ト
は
、
ど
の
時
代
も

既
存
の
美
術
の
枠
か
ら
大
き
く
外
れ
て
発

展
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
代
の
社
会

情
勢
や
問
題
な
ど
を
反
映
し
て
生
ま
れ
る

作
品
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
経
験
や

日
常
空
間
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
生
ま
れ

た
作
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
が
時

代
に
驚
き
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
近
年
、

美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
個
展
が
開
催
さ

れ
、
ま
た
街
中
に
オ
ブ
ジ
ェ
が
飾
ら
れ
る

な
ど
身
近
に
な
っ
て
き
た
現
代
ア
ー
ト
で

す
が
、
難
解
な
イ
メ
ー
ジ
も
強
く
、

ま
だ
ま
だ
ど
の
よ
う
に
作
品
を
楽

し
む
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た

こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
今
展
で
は
、
現
代
ア
ー
ト

の
面
白
さ
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
ク
イ
ズ
と
や
さ
し
い
作

品
解
説
カ
ー
ド
を
会
場
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
現
代
ア
ー
ト
に
つ
い

て
“
？
”
（
は
て
な
）
と
感
じ

て
い
る
入
門
者
も
、
き
っ
と
展
示
会
場
を

後
に
す
る
時
に
は
、“
！
”（
な
る
ほ
ど
）

に
変
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
見
て
楽
し

め
る
現
代
ア
ー
ト
展
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
会
期
…
12
月
24
日
（
月
・
振
休
）
ま
で

◆
入
館
料
…
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

◆
休
館
日
…
月
曜
日
（
12
月
24
日
（
月
・

振
休
）
を
除
く
）、
休
日
の
翌
日
（
土
・

日
・
休
日
を
除
く
）

◆
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
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体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか体験してみませんか

匠の技濃州関所茶屋
からのお知らせ

匠の技
体験工房
参加者
募集

照会先 長良川鉄道株式会社　 23-3921　ホームページ http://www.nagatetsu.co.jp

※定員になり次第締め切ります。 ※講師の都合により、日程が変更になる場合があります。

濃州関所茶屋（関市南春日町 9-1  23-9922）問い合わせ・申込先

折り紙で季節の飾りや遊べ
る作品などを作ります。

毎回違った小物を作りま
す。（手まり、根付、グリー
ティングカードなど）

平らな板にフィルムを貼っ
て彩色し、リード線をつけ
て作品にします。

羊毛フエルトや切抜きプリン
ト、ポンポンなど心にぐっとく
るオリジナル小物を作ります。

折り紙教室 季節に合わせた手芸教室 グラスアート教室 ハンドメイドクラフト教室

講　師 講　師 講　師 講　師

日　時 日　時

日　時 日　時

定　員 定　員

定　員 定　員

費　用 費　用 持ち物 持ち物

費　用 費　用

米光富雄さん
（関市卓越技能者）

足立幸枝さん 笠原洋子さん コーポ・ヒロさん

1月6日(日)、2月3日(日)、
3月3日(日)午後1時～3時

1月13日(日)、2月10日(日)、
3月10日(日)午前9時～正午

1月27日(日)、2月24日(日)、
3月24日(日)午前9時～11時

1月20日(日)、3月17日（日）
午前9時～正午

各日15人
（親子での参加大歓迎）

各日15人

各日5人 各日5人

120円（材料費） 100～500円（材料費） はさみ 手芸用はさみ

1,000円（材料費） 100～500円（材料費）

広報せき 2012.12.1

◆開催日　1月 6日（日）

◆募集人数　30人（最少催行人数 20人）

◆会費　大人５５００円（線内同一料金）

◆行程　美濃太田（9:50）→富加（9:59）→関（10:10）

→美濃市（10:21）→美濃白鳥（11:40）～送迎バ

ス～

○レストラン覇楼館で「冬の奥美濃郷土料理」

（11:50 ～ 12:55）

○長滝白山神社　花奪い祭り（13:10 ～ 15:05）

　　国指定重要無形民俗文化財「長滝の延年」の舞

をご堪能。花笠の花を奪って持ち帰ると家内安全、

商売繁盛になるといわれています。

～徒歩５分～白山長滝（15:18）→美濃市（16:45）

→関（17:01）→富加（17:13）→美濃太田（17:22）

◆その他　 ▽会費には運賃・食事代が含まれます（飲

み物代は別途）。　 ▽列車は貸切列車です。　

　 ▽帰りの列車は途中下車有効です。　 ▽係員が同

行します。

※土・日・祝日のご利用にはお得で便利な「１日フ

リーきっぷ」をご利用ください。

イベント列車情報

奥美濃郷土料理と花奪い祭り
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食
品
等
加
工
体
験

■
定
員　

各
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
も
20
人
（
申

し
込
み
順
）

■
場
所
・
申
込
先　

ふ
る
里
農
園
美
の
関（
☎

25
―
１
５
８
８
）

■
体
験
メ
ニ
ュ
ー

２
０
１
２
ぎ
ふ
・
関
全
国
子
ど
も

木
の
造
形
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）
～
16
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
６
時　

※
10
日
（
月
）

は
休
館
日
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

関
市
文
化
会
館

■
内
容　

全
国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
お
よ

び
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生

徒
に
よ
る
木
の
造
形
作
品
展

■
照
会
先　

関
市
子
ど
も
文
化
事
業
実
行
委

員
会
（
教
育
総
務
課
内
☎
23
―
７
７
２
２
）

心
の
病
の
あ
る
方
の
家
族
の
集
い

　

心
の
病
気
は
「
だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
」
と
い
わ
れ
、
精
神
的
な
病
気
の
回
復

に
は
家
族
の
支
え
が
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。
心
の
病
の
あ
る
方
を
支
え
る
家
族
の
皆

さ
ん
、
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し

ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

■
場
所
・
照
会
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ざ
ぐ
る
ま
（
☎
21
―
５
５
６
６
）

か
ざ
ぐ
る
ま

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

関
高
等
学
校
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
る
、
ク
リ

ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３

時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所　

か
ざ
ぐ
る
ま
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
稲
口
）

■
入
場
料
　
無
料

■
申
込
先　

か
ざ
ぐ
る
ま
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー　
（
☎
21
―
５
５
６
６
）

せ
き
健
康
の
郷
づ
く
り
事
業

　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
と
の
協
働
で
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午

後
４
時

■
場
所　

サ
ン
サ
ン
シ
テ
ィ
マ
ー
ゴ
２
階
・

夢
広
場

■
内
容　

体
年
齢
・
肺
年
齢
・
血
管
年
齢
・

骨
密
度
・
血
圧
・
脳
年
齢
・
腹
囲
・
肌

年
齢
の
各
種
測
定
お
よ
び
健
康
相
談

■
参
加
費　

無
料

■
照
会
先　

岐
阜
医
療
科
学
大
学
（
☎
22
―

９
４
０
１
）、
関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

24
―
０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

開催日時 体験メニュー 参加費

12月7日(金)

13:00～15:00

かんたん甘酒と

和風スープ作り

大人

1,000円

12月12日(水)

13:00～15:00
こんにゃく作り

大人

1,000円

12月22日(土)

13:00～15:00
親子で餅花作り

親子

1,000円

持ち物：いずれもエプロン・三角巾

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.12.1

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

12月13日(木)～12月24日(月・振休)

12月4日(火)～12月9日(日)

◆休館日　月曜日（休日を除く） 、休日の翌日（土・
　　　　　日・休日を除く）
■照会先　生涯学習課　☎23-7776

せき・まちかど工房ギャラリー

12月2日（日）まで

午前10時～午後5時　※25日は正午まで

■照会先　せき・まちかど工房を支援する会
（本町商店街事務局内　☎24-8212）

Ｓeraの会展

関墨心会展
12月4日（火）～12月9日（日）

関市各界作品展
12月11日（火）～12月25日（火）

関市障がい者ふれあい作品展

みんなのハッピークリスマス♪
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市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

プ
チ
イ
ベ
ン
ト

【
年
越
し
料
理
（
関
の
郷
土
料
理
）
教
室
】

　

食
の
知
恵
に
あ
ふ
れ
た
関
の
郷
土
料
理
を

作
り
ま
す
。
真
心
込
め
た
関
の
食
を
通
し
て
、

健
全
で
豊
か
な
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午

後
１
時

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

材
料
代
５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん

■
講
師　

関
市
地
域
女
性
の
会
連
合
会
役
員

■
場
所
・
申
込
先
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２　

24
―
７
６
６
０
）

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！
関
！

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

真
冬
の
祭
典

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
作
品
で
冬
の
夜
を
美
し
く
飾
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
市
役
所
の
広
場
が
き
れ

い
な
電
飾
で
輝
き
ま
す
。

■
期
間　

平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）
ま
で

※
点
灯
時
間　

午
後
６
時
～
９
時

■
場
所　

市
役
所
南
・
市
民
広
場

■
そ
の
他　

▽
表
彰
式　

12
月
24
日
（
月
・

振
休
）
午
後
３
時
30
分
～
＝
わ
か
く
さ
・

プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

■
照
会
先　

関
商
工
会
議
所
青
年
部
（
☎
22

―
２
２
６
６
）

お
正
月
の
市
民
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

■
期
日　

１
月
２
日（
水
）早
朝
～
３
日（
木
）夜

■
行
き
先　

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場

■
宿
泊
先　

民
宿
「
山
三
郎
」

■
参
加
費　

▽
中
学
生
以
上
＝
１
万
８
０
０

０
円　

▽
小
学
生
以
下
＝
１
万
６
０
０

０
円　

※
１
泊
２
食
付

■
そ
の
他　

Ｓ
Ａ
Ｊ
指
導
員
に
よ
る
ス
キ
ー

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
先　

関
市
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
広
瀬
貴

久
（
☎
21
―
０
２
０
０
）

岐
阜
県
博
物
館
の
お
知
ら
せ

【
春
の
七
草
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
】

　

七
草
が
ゆ
の
歴
史
を
説
明
し
た
後
、
博
物

館
周
辺
を
散
策
し
て
身
近
な
七
草
を
観
察
・

採
集
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

■
定
員　

20
人

■
参
加
費　

入
館
料
の
み

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
み
。（
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
照
会
先　

岐
阜
県
博
物
館
（
☎
28
―
３
１

１
１　

28
―
３
１
１
０
）

第
31
回
関
市
駅
伝
競
走
大
会

■
日
時　

１
月
20
日
（
日
）
受
付
＝
午
前
８

時
～
８
時
40
分　

※
小
雨
雪
決
行

■
コ
ー
ス　

中
池
公
園
陸
上
競
技
場
（
発
着

点
）
～
市
街
地

■
種
目
　
▽
一
般
の
部
（
男
子
・
女
子
）　

▽
高
校
の
部
（
男
子
・
女
子
）　

▽
中
学

の
部
（
男
子
・
女
子
）　

▽
壮
年
の
部
（
大

会
当
日
満
40
歳
以
上
の
方
）

■
総
距
離　

▽
一
般
男
子
・
高
校
男
子
＝

13
・
１
㌔　

▽
そ
の
他
＝
12
・
４
㌔

■
区
間
距
離　

▽
一
般
男
子
・
高
校
生
男

子
＝
１
区
３
・
２
㌔
、
２
区
２
・
１
㌔
、

３
区
２
・
０
㌔
、
４
区
１
・
２
㌔
、
５

区
２
・
０
㌔
、
６
区
２
・
６
㌔　

▽
そ

の
他
＝
１
区
２
・
５
㌔
、
２
区
以
降
は

一
般
男
子
・
高
校
男
子
と
同
じ

■
参
加
資
格　

12
月
１
日
現
在
、市
内
在
住
、

在
勤
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
健
康
な
方

■
チ
ー
ム
編
成　

監
督
１
人
、
選
手
６
人
、

補
欠
３
人
以
内

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

■
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
参
加
費
を

添
え
て
、
12
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
ス

ポ
ー
ツ
推
進
課
、
西
部
支
所
ま
た
は
各

地
域
教
育
事
務
所
へ
提
出

■
照
会
先　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７

７
６
６　

23
―
７
７
６
５
）

第
27
回
中
濃
駅
伝
大
会

■
日
時　

２
月
10
日
（
日
）
受
付
＝
午
前
８

時
30
分　

※
雨
天
決
行

■
コ
ー
ス　

美
濃
市
～
美
濃
加
茂
市

■
種
目　

▽
一
般
男
子
・
高
校
男
子
の
部
＝

22
・
１
㌔　

▽
一
般
女
子
・
高
校
女
子
・

中
学
男
子
・
中
学
女
子
の
部
＝
15
・
４

㌔
■
参
加
資
格　

関
市
、
美
濃
市
、
郡
上
市
、

美
濃
加
茂
市
、
加
茂
郡
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
の
方

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
一
般
５
０
０
０
円
、

　

中
学
・
高
校
３
０
０
０
円

■
申
込
先　

12
月
27
日
（
木
）
ま
で
に
ス
ポ

ー
ツ
推
進
課
（
☎
23
―
７
７
６
６　

23

―
７
７
６
５
）

ボ
ラ
・
ア
ド
市
民
講
座

【
年
越
し
料
理
教
室
】

　

中
濃
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る
年
越
し
料

理
、簡
単
お
せ
ち
を
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

12
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

～
正
午

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
料
理
実
習
室
」

■
講
師　

山
岡
和
枝
さ
ん

■
定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
と
ん
ぼ
玉
作
り
教
室
】

　

と
ん
ぼ
玉
で
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

１
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

～
正
午

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
創
作
実
習
室
」

■
講
師　

金
森
美
里
さ
ん

■
定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
照
会
先　

関
市
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
会
・
早
川
（
☎

０
９
０
―
４
８
６
１
―
１
７
３
８
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2012.12.1
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第
２
回
俳
句
入
門
講
座

■
日
時　

１
月
17
日（
木
）、２
月
21
日（
木
）、

３
月
22
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
（
全

３
回
）

■
場
所　

惟
然
記
念
館
（
西
日
吉
町
）

■
対
象　

俳
句
に
関
心
を
持
つ
初
心
者
の
方

で
、
３
日
間
と
も
受
講
で
き
る
方

■
定
員　

８
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
先　

12
月
15
日
（
土
）
ま
で
に
文
化

　

課
窓
口
ま
た
は
電
話
（
☎
24
―
６
４
５
５

　

24
―
６
９
５
０
）

雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

板
取
地
域
の
自
力
で
雪
か
き
が
困
難
な
高

齢
者
世
帯
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

参
加
で
き
る
回
数
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
活
動
期
間　

３
月
３
日
（
日
）
ま
で
の
土

　

日
、
祝
日
（
活
動
日
は
、
天
候
や
雪
の
状

　

況
で
そ
の
都
度
決
定
）

■
応
募
条
件　

高
校
生
以
上
（
高
校
生
は
保

護
者
の
同
意
が
必
要
）

■
そ
の
他　

▽
屋
根
の
雪
下
ろ
し
は
し
ま
せ

ん
。　

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
（
個
人
負

担
２
８
０
円
）
に
加
入
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
・
照
会
先　

市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

22
―
０
３
７
２
）、
市
民
協
働
課
（
☎
23

―
７
７
１
１
）

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

平
成
25
年
度
第
１
期
（
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ

な
ど
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
間　

12
月
１
日
（
土
）
～
２
月
28

日
（
木
）　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
可
。

■
申
込
先　

放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
８
―
２
７
３
―
９
６
１
４　

０
５
８
―
２
７
３
―
９
５
２
６　

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w
w
w
.ouj.ac.jp

）

教
育
相
談

　

心
身
の
発
達
や
就
学
に
つ
い
て
心
配
な
小

中
学
校
児
童
生
徒
お
よ
び
新
就
学
児
童
の
保

護
者
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
日
・
場
所　

▽
洞
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

12
月
19
日

（
水
）、
２
月
13
日
（
水
）

▽
板
取
事
務
所　

１
月
23
日
（
水
）、
３
月

７
日
（
木
）

▽
武
芸
川
事
務
所　

12
月
12
日
（
水
）、
１

月
16
日
（
水
）、
２
月
６
日
（
水
）・
27

日
（
水
）

▽
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

１
月
９
日

（
水
）、
２
月
20
日
（
水
）

▽
上
之
保
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

12
月
５
日

（
水
）、１
月
30
日
（
水
）、３
月
13
日
（
水
）

▽
ま
な
び
セ
ン
タ
ー　

開
館
日

■
相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
１
人
１
時
間
程
度

■
相
談
者　

市
特
別
支
援
教
育
指
導
員

■
申
込
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

７
７
１
９
）　

※
土
日
＝
ま
な
び
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
―
７
７
６
０
）

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
の
支
払
い
に
困
っ
て

い
る
、
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ

あ
い
福
寿
会
館
１
棟
５
階
）

■
相
談
方
法　

①
面
接
相
談
（
要
予
約
・
前

日
受
付
締
め
切
り
）
②
電
話
相
談
（
右

記
の
日
時
に
電
話
）

■
申
込
・
照
会
先　

県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ

ー
（
☎
０
５
８
―
２
７
７
―
１
０
０
３
）

小
中
学
校
の
常
勤
・

非
常
勤
講
師
登
録

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、「
わ
か
あ
ゆ
プ

ラ
ン
非
常
勤
講
師
」
お
よ
び
他
の
常
勤
・
非

常
勤
講
師
の
方
に
支
援
を
お
願
い
し
て
教
育

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

常
勤
・
非
常
勤
講
師
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ

め
登
録
を
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
採
用
し

ま
す
。ご
希
望
の
方
は
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
の
わ
か
あ
ゆ
プ
ラ
ン
非
常
勤

　

講
師
の
採
用
試
験
は
２
月
に
予
定
し
て
い

　

ま
す
。

■
登
録
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

８
１
２
４　

23
―
７
７
４
７
）

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.12.1

12月の市民天体観望会
日　　時
テ  ー  マ
場　　所
内　　容
料　　金
定　　員
参加方法

照  会  先

12月22日（土）午後7時～8時30分
「木星とプレアデス星団を見よう」

学習情報館3階・まなびセンター
プラネタリウムでの学習、屋外での天体観望
一般300円、中学生以下無料
100人（定員になり次第締め切り）
予約はできません。受付開始は午後6時30分から。
順に並んでお待ちください。（遅れての参加はお断り）
雨天時は、プラネタリウムでのテーマ解説のみ。（料金は同じ）
中学生以下の方の参加は保護者同伴。
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料
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年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

■
期
間　

12
月
11
日
（
火
）
～
20
日
（
木
）

■
ス
ロ
ー
ガ
ン　

無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で

年
始

■
重
点
項
目　

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▽
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

■
照
会
先　

危
機
管
理
課
（
☎
23
―
７
７
３

６　

23
―
７
７
４
８
）

ポ
リ
オ
予
防
接
種

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種

（
４
回
目
接
種
）
が
、
定
期
予
防
接
種
と
な

り
ま
し
た
。
接
種
方
法
は
、
広
報
せ
き
８
月

15
日
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
照
会
先　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
24
―

０
１
１
１　

23
―
６
７
５
７
）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
を
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
作
成
し
ま
す
。
次
に
該
当

す
る
方
へ
12
月
上
旬
ま
で
に
申
請
書
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
投
票
も
リ
コ
ー
ル
の
請
求
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

■
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
10
㌃
以
上
の
農
地
の
耕
作
を
し
て
い
る
方

お
よ
び
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
、
年
間
の
耕
作
従
事
日
数
が
お
お

む
ね
60
日
以
上
の
方

②
10
㌃
以
上
の
農
地
の
耕
作
の
業
務
を
営
む

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
か
株

主
で
、
年
間
の
耕
作
従
事
日
数
が
お
お

む
ね
60
日
以
上
の
方

■
提
出
先　

各
地
の
農
地
改
良
組
合
長

■
提
出
期
限　

１
月
10
日
（
木
）

■
照
会
先　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
23
―

７
５
４
３　

23
―
７
７
４
１
）
ま
た
は

各
地
域
事
務
所
産
業
建
設
係

地
震
発
生
時
の
出
火
防
止

　

地
震
が
発
生
し
た
時
に
起
こ
る
火
災
は
、

地
震
そ
の
も
の
に
よ
る
被
害
を
何
倍
に
も
大

き
く
し
ま
す
。
地
震
が
発
生
し
揺
れ
が
お
さ

ま
っ
た
後
は
次
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

▽
初
期
消
火

　

突
然
大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
と
き
は
、

ま
ず
自
分
の
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
す
ぐ
に
火
の

始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。
揺
れ
て
い
る
時
に
無

理
を
し
て
火
を
消
し
に
行
く
と
、
や
け
ど
を

す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

▽
電
気
火
災
を
防
ぐ

　

地
震
で
は
停
電
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
電
気
が
復
旧
し
た
と
き
に
転
倒
し
た
電

気
器
具
が
作
動
し
て
出
火
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
避
難
な
ど
で
家
を
空
け
る
と
き
も

電
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
を
切
り
、
電
気
器
具
は

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。

▽
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ

　

大
き
な
揺
れ
を
感
知
す
る
と
、
自
動
的
に

ガ
ス
の
供
給
を
遮
断
す
る
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ

ー
の
設
置
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
念
の
た
め

元
栓
を
閉
め
て
ガ
ス
漏
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
普
段
か
ら
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ

ン
ベ
は
チ
ェ
ー
ン
で
固
定
す
る
な
ど
転
倒
防

止
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
対
処

　

最
近
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
対
震
自
動
消
火

装
置
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
過
信
は
禁
物
で

す
。
必
ず
火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
普
段
か
ら
石
油
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

12月のプラネタリウム投影
日　　時

テ  ー  マ
場　　所
料　　金

定　　員
照  会  先

12月22日（土）・23日（日・祝）
①午前10時30分～　②午後1時～　③午後2時10分～　④午後3時20分～
⑤＜22日のみ＞午後7時～（天体観望会の解説を兼ねる）
※投影時間は約40分。受付入場開始時間は各投影開始時刻の15分前から。
　予約はできません。順に並んでお待ちください。
「ハッブル宇宙望遠鏡が見た宇宙～星の進化論～」
学習情報館3階・コスモホール
一般300円、中学生以下無料
※団体割引あり（大人20人以上）、
　市内在住の障がい者・65歳以上の方は半額
各回100人（定員になり次第締め切り）
まなびセンター（☎23-7760）

中学生以下
参加無料

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2012.12.1



16

年
末
年
始
の
出
火
防
止

　

年
末
年
始
は
何
か
と
慌
た
だ
し
く
、
休
日

も
多
く
外
出
な
ど
で
家
庭
が
留
守
と
な
っ
た

り
、
事
業
所
が
無
人
に
な
っ
た
り
し
が
ち
で

す
。
お
出
か
け
前
や
就
寝
前
に
は
も
う
一
度

火
の
元
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
】

▽
寝
た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
灰
皿

の
な
い
所
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
燃
焼
器
具
は
定
期
的
に
点
検
し
、
調
子
が

悪
い
と
き
は
専
門
業
者
に
見
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。

▽
ガ
ス
器
具
を
使
用
し
た
後
は
必
ず
元
栓
を

閉
め
ま
し
ょ
う
。

▽
万
が
一
に
備
え
、
出
入
口
の
点
検
や
除
雪

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
家
族
全
員
で
火
気
の
取
り
扱
い
、
避
難
方

法
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。　

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
ま
だ
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
は
、早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
】

▽
人
の
出
入
り
が
多
く
な
る
事
業
所
は
、
巡

回
体
制
を
強
化
し
、
避
難
誘
導
が
円
滑

に
で
き
る
よ
う
従
業
員
一
人
一
人
の
責

任
分
担
を
明
確
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
年
末
年
始
が
休
日
と
な
る
事
業
所
は
、
定

期
的
に
巡
回
し
、
万
が
一
に
備
え
除
雪

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
照
会
先　

関
消
防
署（
☎
23
―
０
１
１
９
）

相談先 関市消費生活相談室（商工課内）　 23-6752

（独）国民生活センター 見守り新鮮情報より

　突然、中年男性２人が「床下換気扇の点検

をします」と訪ねてきた。「もう取り外した」

と言ったのだが、１人が畳を上げて床下に

潜った。点検から戻ってきた男が「換気扇は

なかったが、台所と風呂あたりで水漏れして

いる。修理には 8 万円かかる。支払いは現金

で」と言う。もう１人も「ここが漏れている」

と風呂の蛇口付近を指差した。自分は床下に

入れず、状況は分からなかったが、1人暮らし

なので、怖くて言われるままに支払った。後日、

知人に言われて、領収書に書かれていた連

絡先に電話したが、つながらなかった。

（60歳代　女性）

見守り

新鮮情報
強引な床下点検。「水漏れ」と
言って、高額の現金を請求

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語 業者が「無料点検」を口実に訪問。工事

の部品代という名目で手持ちの現金をだま

し取るケースもあります。

●突然訪れた業者に不具合などを指摘されて

も、その場で契約することはやめましょう。

また、支払いを急がせる業者には気を付け

ましょう。

●心配なときは、お住まいの自治体の消費生

活センターなどにご相談ください。

その場の契約は
気を付けて

ひとこと助言ひとこと助言

●床下に自分で入り、その状態や点検後の施

工状況を確認することは難しいので、その

状態を口実にした悪質な訪問販売が行わ

れることがあります。

●過去の契約の名簿を手に入れた、あるいは、

床下換気扇が取り付けられているのを見た

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ 広報せき 2012.12.1

ケーブルテレビ・チャンネル長良川

明
あ す

日を創
つ く

る関のまち 12月号
岐阜エフエム  80.0MHz

シティ インフォメーション

ぎふチャン  岐阜ラジオ1431kHz

関市の時間

放送時間
毎週金曜日

午前9時～

毎月第1・3水曜日

午前9時40分

放送内容

月  ・ 金 曜 日
火 曜 日
水 曜 日
木 曜 日
土 曜 日
日 曜 日

：
：
：
：
：
：

午前10時30分～10時45分
午前6時～6時15分
午後8時15分～8時30分
午後3時30分～3時45分
午後7時45分～8時
午前9時30分～9時45分

関市で開催された6競技の模様をダイジェ
ストで振り返ります。

「あの感動をもう一度～ぎふ清流国体・大会」

12/  7：VIVA！関！イルミネーション
　　　コンテスト
12/14：刃物のまち関シティマラソン

12/  5：VIVA！関！イルミネーション
　　　コンテスト
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24-2525

桜本町2 丁目
12 月の休館日 3日(月)、10日(月)、17日（月）、25日（火）、29日（土）、30日（日）、31日（月）

市民の劇場
12月の主な行事

※行事・日時など一部変更されることがあります。

青島広志の
おしゃべりコンサート

ひと足早いクリスマス

12月16日（日）
開演 午後2時　
(開場 午後1時30分)

照会先 武儀生涯学習センター ☎49-3715

全自由席 1,500円（税込）

好評発売中！

武儀生涯学習センター

日 会 場 催し物 開演（会）時刻

1日(土) 市民ロビー アフタヌーンコンサート
ピアノ弾き語り 午前11時

8日(土)～
16日(日)

小ホール
市民ロビー
ホワイエ
第2～6会議室
第1～3個展室

2012ぎふ・関
全国子ども木の造形作品コンクー
ル

午前10時

19日（水） 小ホール さろん・こんさーと・せき
大谷康子ヴァイオリンリサイタル 午後6時45分

23日
(日・祝) 大ホール 中部学院大学吹奏楽部

第12回定期演奏会 午後2時

24日
(月・振休) 大ホール のぞみ第2幼稚園

2012年度クリスマス祝会 午後1時

有料

24-2529

若草通2 丁目
12 月の休館日 3日（月）、10日（月）、17日（月）、25日（火）、29日（土）、30日（日）、31日（月）

12月15日(土)午後2時～3時 12月16日(日)午後2時～3時30分

わかくさ・プラザ

「学習情報館2階・ギャラリー」

わかくさ・プラザ
「学習情報館2階・創作実習室」

20人　※申し込み順
15組　※申し込み順

今、話題の「電子書籍」｡ 個人の端末ではなく、

図書館で利用する電子書籍が「NetLibrary」です。

学術書や辞書など一般書とは少し違っています。

その利用方法を、わかりやすく説明します。

木の実やどんぐりなどの自然素材と身近なもの

を使って、クリスマスにもお正月にも飾れるリー

スを作ります。親子で一緒に作って楽しみませ

んか？

電子書籍NetLibraryの使い方 身近なものでリースをつくろう！

日　時 日　時

1日(土)・2日(日)・8日(土)・9日(日)・13日(木)・15日(土)・16日(日)

土日：午後2時～3時、平日：午前10時30分～11時

図書館内「おはなしコーナー」

土曜：おはなし広場「どんぐり」／日曜：かみふうせん ／平日：てくてく

期　日

時　間

場　所

読み手

場　所 場　所

内　容
内　容

定　員
定　員

瀬尾昌也さん

（紀伊國屋書店・電子商品営業部主幹調査役）

大野昌之さん講　師 講　師

お申し込みは、図書館カウンターまたは電話、FAXにてお待ちしています。

図書館イベントは“参加無料”です。図書館イベント参加者募集

12月の
おはなし会
12月の

おはなし会

関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ広報せき 2012.12.1
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　富之保の県道大原富之保線の起点で進めていた

「富之保バイパス」が完成し11 月10 日、関係者約80

人が集まって完成式が開かれました。工事は、津保

川に架かる武儀山崎橋を含む280 ｍ区間を整備。バ

イパス化による雨量規制区間の回避により、円滑な

交通の確保を図りました。式典では、橋の銘板の文

字を書いた武儀東小学校児童による銘板の取り付

けや地元神楽保存会による神楽の奉納のほか、太鼓

演奏、テープカット、渡り初め、餅まきをして完成を

祝いました。

　使い込まれて役目を終えた刃物製品を供養する恒

例の「刃物供養祭」が11 月8 日、関鍛冶伝承館で行わ

れ、寄せられた刃物に感謝の祈りを捧げました。全国

約800 箇所に設置された回収箱から、不用となった包

丁やはさみなど約35,000 本が集められました。供養を

終えた刃物の多くは鋼材として生まれ変わるほか、災

害支援用に備蓄されます。作り手と使い手がともに刃

物に感謝し、大切さを広く伝えます。

　刃物に対する知識と愛着を深めようと、11 月8 日

の「刃物の日」に合わせて、市内の刃物工場などを見

学するバスツアーが開催され、参加した市民が地場

産業にふれる体験をしました。包丁の製造工程がす

べて自社で行われている工場では、研磨、ひずみ抜

き、口金すり、仕上げ、刃付け、柄付けなどの各工程が

紹介され、職人が手作業で包丁を製作していく様子

を熱心に見入っていました。

広報せき 2012.12.1

11月1日〜15 日にあった

市内の話題を中心に

ご紹介します。

便利な生活道路が完成

刃物 3万 5000 本を供養刃物のまちの社会見学



21

　関市は11 月15 日、県内の地形地質を研究し精通し

ている岐阜県法面環境技術協会と、災害時に市が管

理する道路斜面などに被害が発生した場合の応援協

力に関する協定を締結しました。同協会の技術力を

生かし、斜面などの被災状況の調査をし、市に対して

応急復旧に関する技術的助言をしていただくもので

す。県内の市町村では初めての協定締結で、有事の際

の迅速な復旧のため、備えを万全にしました。

　11 月13 日、安桜小学校で6 年生を対象に、スナッ

ク菓子や食べ方について学ぶ食育授業「スナックス

クール」が開かれました。食品製造販売会社の職員を

講師に迎え、始めにポテトチップを普段自分たちが

どのくらい食べているのかをはかりで確認。授業を

通して、おやつを一度に食べる量や時間、おやつから

の栄養摂取、商品の裏側に表示されている賞味期限

と消費期限の違いなどを楽しく学習しました。

　美濃東部農道（郡上市美並町～恵那市間約23.0 ㌔）

のうち、上之保行合戸丁から郡上市八幡町小那比を

つなぐ「上之保小那比トンネル」が完成し11 月6 日、

上之保側で開通式典があり、大勢の参加者で開通を

祝いました。待望のトンネル開通に今後、農産物の流

通、地域間の交流と活性化が期待されます。トンネル

の銘板の文字を書いた地元生徒、地元関係者らが加

わってテープカットし、供用を開始しました。

　全国の首長や議員などの活動実績を表彰する「マ

ニフェスト大賞」（同実行委員会主催）で、尾関健治関

市長の「日本一しあわせなまち、関市を創ろう。市民

改革2011 未来の関市を、市民の皆さんの手で！」が11

月2 日、首長部門の優秀賞を受賞しました。マニフェ

ストの主要項目を「市長マニフェスト推進計画」で具

現化し、わかりやすく公表。進捗管理をし、外部評価

を反映させる点などが特徴として評価されました。

　 市民が一丸となって盛り上げ、成功させた国体の開催を一過性で終わらせないようにするために、スポーツの振興

はもとより、文化面や市民活動の充実も含めた次の目標として市長が「市民一人につき1 生涯学習・1 スポーツ・1 ボ

ランティア」を改めて提唱されました。今後、広報などでこれらを実践している市民の方を紹介したり、これから気軽に

取り組むことができそうな講座や競技、取り組みなどを呼びかけていきたいと思っています。

　そこで私が早速注目したのが、誰でも気軽にできる軽スポーツ「カローリング」です。先月、仲間に誘われて武儀生涯学習センターで

開かれたカローリングジャパンカップに出場しました。ジェットローラーと呼ばれる円盤を相手チームと交互に投球し、ぶつけ合うな

どしてポイントゾーンの中心により近くに止めることで得点を競う、子どもから高齢者まで誰にでもできるスポーツとして人気があり

ます。この日も、7～84 歳の方が参加していました。私の成績は、残念ながら54 チーム中40 位・・・。しかし、白熱した好ゲームの連続

に会場は大興奮でした。「誰でも」楽しくできるのが魅力で、カローリングを知らないという方、ぜひこの面白さを体感してほしいと思

います。こういった事が、市民の皆さんの健康づくり、体力づくりにつながるものと確信しています。

話

広報せき 2012.12.1

道路斜面に係る災害応援協力おやつの量や食べ方を学習

待望のトンネル開通市長マニフェスト優秀賞受賞



関の「文化財」を紹介します。

その29

照会先  文化財保護センター  ☎ 46-2313

5251

　刀身に「八
はちりゅうきしんかねあき

竜寄進兼見」とあり、天文年間（1532―
1555）に、関鍛冶刀工の一人である兼

かねあき

見が貴船神社に
寄進した、長さ 78.3㎝もある大型のものです。銘に「守」
の 1 字が判読でき、備中国（岡山県）鍛冶職人「守

もりつぐ

次」
の作であることがわかります。
　この刀がどのような経緯で関市にもたらされたものかは
わかりませんが、関鍛冶の歴史を考える上で貴重なもの
です。

　刀身に「八
はちりゅうだいぼさつ

龍大菩薩」、表銘「丹
たんばのかみふじわらてるかど

波守藤原照門」、裏銘「寛文七
年正月吉日」があり、寛文 7 年（1667）に江戸時代前期の関鍛冶
代表刀工である照門が貴船神社に奉納した長さ 36.4㎝の脇差です。
　照門は関鍛冶の総氏神である春日神社にも刀を奉納しています。

51

52

太刀―刃渡り2 尺（約 60㎝）以上で、刃を下にし
て緒

お

で腰からぶら下げるものを指します。

脇差―武士が腰に差す大小 2 刀のうち、小刀のことをさし
ます。長さは刃渡り1 尺（約 30cm）以上 2 尺（約 60cm）
未満のものを指します。

貴船神社へ　長良川鉄道・刃物会館前駅から徒歩約 10 分
　　　　　　東海北陸自動車道関 IC から車で約 10 分

豆知 識

豆知 識

※○51 、○52ともに公開はしていません。
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太刀 1振

脇差 1通

▲脇差

▲太刀
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